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                                  会員の皆様、新年のご挨拶を申し上げます。

今年は、「丙午（ひのえうま）」の年です。丙午は情熱

や変化を象徴する年です。太陽のような明るさと決断

力、健康、豊作、発展等を象徴する年とされています。

本年がそうであるように期待しましょう。この「丙午」の

年が示す通り、看護の力をさらに社会へ広げ、飛躍的

な発展を遂げる好機ととらえるべきでしょう。

今、医療・介護・福祉の現場は、人口構造の変化、医療の高度化・複雑化、そして働き方改革など、大きな変

革の波にさらされています。このような時代だからこそ、現場の皆様の声を行政や政治に届け、より質の高い

看護が提供できる環境を整備することが必要です。看護職がその能力を最大限に発揮できるよう政策実現に

向けて、ともに邁進してまいりましょう。

本年が会員の皆様にとって、情熱と挑戦が実を結び、看護の未来を切り開く飛躍の年となりますよう、そし

て、健康で実りの多い年となりますよう、心よりお祈り申し上げます。

今年もどうぞ宜しくお願い申し上げます。

日本看護連盟

会長 高原 静子

滋賀県看護連盟の皆様、昨年は連盟活動に対しまして

ご支援、ご協力を賜り心より感謝申し上げます。今年も引

き続き、どうぞよろしくお願いいたします。

                                 滋賀県におきましても、医療や介護の場で、今、看護を提

供している仲間の声をできるだけ聞くことを大切にしてい

ます。リアルな声を国会議員、県議会議員に届け、共にこれ

からの時代をどう乗り越えていくのかを考えたい

と思っています。

人材不足・定着・育成、処遇改善、働き方改革など、2040 年に向けて課題は山積しています。DX や AI の導

入等、新たな取り組みも求められています。待ったなしの現場の皆様の日々の努力や重圧を感じつつ、共に悩

み共に考え続けていきたいと思っています。

長期的な課題解決の糸口を皆様と共に見つけたいと思います。今年もどうぞよろしくお願いいたします。
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看護連盟の皆さまには、日頃より看護職の専門性の発

揮と処遇改善に向け、多大なるご支援を賜り、心より感謝

申し上げます。

医療・介護を取り巻く環境は大きな転換期を迎え、

2040 年を見据えた新たな地域医療構想のもと、地域全

体でいのちと暮らしを支える体制づくりが進められる予定

となっています。

滋賀県看護協会では、支部活動や看護ネットを通じ、圏域ごとの課題を共有し、地域の実情に即した取り組

みを重ねてきました。所属や立場を超えたつながりの中で行動できる活動は、現場の看護をより豊かにし、看

護師一人ひとりのやりがいにもつながっています。「看護の将来ビジョン 2040」が示すように、看護は生活の

場に寄り添い、多職種と協働しながら地域を支える重要な役割を担っています。現場での様々な活動は、その

ビジョンを現場で具体化する実践の場です。看護職の確保・定着が課題となる中、安心して働き続けられる環

境づくりが不可欠です。地区支部活動や看護ネットによる支え合いは、持続可能な人材確保にもつながると考

えます。

看護連盟の皆さまの活動は、現場の声を社会や政策へ届ける大切な役割を担っています。今後も協会と連

携し、「三方よしの精神で、看護の力で滋賀を元気に」、共に歩んでまいりましょう。

滋賀県看護協会

会長 草野 とし子

滋賀県看護連盟

会長 力石 泉



国会議員の活動報告

いつも大変お世話になり、ありがとうございます。

あべは昨年 10 月に文部科学大臣を退任致しました。文部科学大臣在

任中は、「誰も取り残さない」教育を掲げ、医療的ケア児対応や不登

校の課題、過疎地における学校の存続問題、看護教育のあり方、地域

に残る人材育成などに取り組むことができました。これも常日頃、み

なさまからのご支援とご指導をいただいたお陰です。

本年も、看護職の皆様が安心して働き続けられる環境づくり、そし

て専門職としてのさらなる資質向上を支援するため、看護連盟の皆

様と連携を密にしながら、より一層努めてまいる所存です。

滋賀県看護連盟の皆様、日頃より多大なるご支援を賜り誠にありが

とうございます。

国会では国会対策副委員長、厚生労働委員会理事、予算委員会委員等

を務めています。特に国会対策委員会は小さなミスで国会が止まりか

ねない緊張感の高い役割です。気を引き締めて、国会運営を支えて参

ります。

2026 年度は診療報酬改定が予定されています。物価高や人件費上昇

に対応できるよう、診療報酬本体は 2000 年代以降最も高い改定率と

なりますが、これに加え、記録類や手続きの簡素化を重点に据えて

活動しています。これは、看護師が本来のケアに集中できる環境を

整えるために欠かせない取り組みでもあります。

皆様が「今日も良い看護ができた」と実感できる環境づくりに向

け、引き続き尽力して参ります。

滋賀県看護連盟の皆さま、こんにちは！

2026 年は、環境大臣政務官兼内閣府大臣政務官という職務をいただき

迎えています。

担務は、循環経済、環境汚染・化学物質による健康被害・熱中症対

策、東日本大震災からの復興・再生です。内閣府大臣政務官も兼務

しており、原子力防災が担務です。環境問題は、私たちの生活に密

着する課題です。もちろん、山積する医療・看護の課題にも引き続

き取り組みを進めます。

昨年末には、賃上げや物価高への対応を重視し、医療現場の人材確

保と経営安定を図るとして、診療報酬改定の本体部分の改定率が＋

3.09％と決定したところです。今後も、政府の一員としての自覚を

持ちつつ、看護職の処遇改善、夜勤人員の確保、医療 DX を用いた業務

負担軽減、ハラスメントなど看護の課題に１つ１つ丁寧に向き合い、

皆さまの期待に応えてまいります。

衆議院議員

あべ俊子

参議院議員

石田まさひろ

参議院議員

友納りお
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厚生労働委員会にて医療法

一部改正について質問

社会保障を守る会決議文を

総理へ提出

衆議院消費者特委筆頭理事と

してタイ王国下院消費者保護

委員会と意見交換

世界銀行議連所臨時総会

世界銀行総裁と

環境省政務官室にて

太陽光パネルリサイクル施設

（株式会社浜田）

視察、要望受け

大臣退任時文科省前にて

病院訪問

参・環境委員会【答弁】



2025 年度 中堅研修会
2025 年 10 月 25 日（土）9：30～12：00 守山駅前コミュニティホール 第 1 ホール  参加者４３名

デジタル技術を活用した看護業務の変革（DX）を戦略的かつ効果的に推進する

～看護の質と働き方の改善、そして持続可能な医療提供体制の構築をめざして～
〈プログラム〉

報告   「滋賀県内の看護 DX の現状と課題（実態調査から）

             滋賀県看護連盟 力石 泉

講演 1 「医療現場におけるデジタルの活用について」

   講師：地域医療連携推進法人 湖南メディカル・コンソーシアム

        事務局局長 蔭山裕之氏

講演 2 「看護 DX 導入の壁～遠隔医療の導入経験から～」

   講師：NEC ソリューションイノベータ株式会社

        集中ケア認定看護師 森口真吾氏

意見交換 「DX を推進するために自分たちにできることを考えよう」

蔭山裕之氏 森口真吾氏

活発な情報
意見交換

〈アンケート結果から〉

参加者：３０代２割、４０代４割、５０代４割    役割別：看護係長・主任３割、スタッフ２．５割、師長２．５割

〇「加算をとるための経営はしない」と聞き、まず自分の病院がどうありたいかを考える必要があると思った。

〇働いている職員のやりがいや生きがいにつながるように考える必要があることを知った。

〇デジタル活用について、経営の視点と運営の視点で考える必要性を感じた。チーム内での実践につなげたい。

〇遠隔医療について、本院での地域とのつながりをもう一度考えていきたい。

〇診療報酬だけでなく看護の質的なことも加えて、看護師としてシステムに関わっているところがすごいと感じた。

〇他施設で導入されている DX を知ることができ参考になった。

〇いろいろな施設や立場の人と意見交換ができ良かった。

2025 年度 青年部・湖東地区支部活動
2025 年 11 月 8 日（土）10：00～15：00 聖泉大学 万聖祭に参加  参加者 約 120 名

あなたの声を聞かせてください！ 『看護の未来』
一般の方には 「看護への思いや期待すること」 を、看護師には 「看護への思いや希望」 を、学生には「今の思い

やこれからの看護師となる思い」 を教えていただきました。

参加していただいた方々の声は、看護の未来を考える上で大切な気づきを与えてくれました。私たちの活動の原動

力となります。皆さまの思いを受け止め、看護職が誇りをもって働き続けられる社会の実現に向け、今後も活動を

続けていこうと気持ちを新たにしました。

〈一般の方からの一言〉

〇医療現場で働く方々に適切な労働環境改善へ。

〇病院はドキドキするのに、看護師さんの優しい言葉にほっとし

ます。いつもありがとう。

〇いつも安心して受診できます。子供にやさしくしてくれてあり

がとう。

〇大変な環境の中で頑張っている現場の皆さん、感謝でいっぱ

いです。夜勤手当ではなく、基本給を上げてあげてください。

〇医療と福祉の連携してほしい。

〈滋賀県内の看護 DX の現状と課題〉

〇病院５８施設、訪問看護ステーション・介護関連３３施設９１施設対象  回収率 51.6％ 病院回収率 60.3％

〇県内の医療・介護現場では DX 導入が進展しているが、施設規模や機能により成熟度に差が見られる。

〇ICT 研修や DX 推進担当者の配置は、業務効率化及び DX 成果の実感向上に寄与している。

〇ただし、業務効率化が看護の質向上に直結しているとはいえず、導入内容や活用体制の見直しが必要である。

〇今後も教育・研修体制を充実させるとともに、政策的支援や補助金制度など、行政による継続的な後押しを通じ

て、DX の成果を看護の質的改善へとつなげていくことが必要である。

青年部 門野春樹さん 玉城邦明さん
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2025 年度 滋賀県看護協会・滋賀県看護連盟共催 看護管理者研修会
2025 年 11 月 15 日（土）13：30～16：30 滋賀県看護研修センター 大研修室  参加者 74 名

人口減少社会に求められる看護管理
〈プログラム〉

講演 1 「人口減少社会に求められる看護政策」

   講師：参議院議員  石田まさひろ氏

講演 2 「若手の力を活かすために」

   講師：大津赤十字看護専門学校  副校長 亀澤映美氏

情報共有と意見交換 石田まさひろ氏 亀澤映美氏

〈発表後講師からの一言〉

石田まさひろ氏

「新人教育には、人手、時間、お金がかかる。時間をかけて成長できるように支援をお願いしたい。」

亀澤映美氏

「『パートナーシップマインド』と『対話』で一緒に仕事をしながら現場で育てる

ことで、若者は育っていく。挑戦者となって一緒に頑張っていただきたい。」

2025 年度 湖西地区・すずらん OB 支部合同研修会
2025 年 11 月 22 日（土）13：30～15：00 高島市観光物産プラザ  参加者 24 名

「滋賀県における医療・健康政策の取り組みについて」
〈プログラム〉

講演 「滋賀県における医療・健康政策の取り組みについて」

   講師：看護問題対策議員連盟代表 滋賀県議会議員 海東英和氏

意見交換 「湖西地区における、地域医療の取り組みと課題について」

   発言者：今津病院  看護部長 角田智也氏

        マキノ病院 看護部長 野﨑紀子氏

〈意見交換内容〉

参加者：5０代 5 割、6０代 3 割、4０代 2 割

役割別：看護部長 8 割、係長・主任 1 割、スタッフ 1 割

〇文句ではなく意見を吸い上げる。  

〇意見を出しやすい環境づくりが大切。  

〇思いを表出させる関りが必要。

〇理解のスピード感が自分に向いていないと感じる新人が辞めていく。個別の学習方法を共に考える。

〇定年 70 歳、プラチナナースとして働き続けなければならない。しんどいと感じるが納得する。

〇対話が少なくなっているので、ナラティブ的な働きかけが必要、看護のやりがいを中心に。

〇できることを見つけ、存在を認める。「ここにいていいよ」の声掛けを継続する。

〇やれないからやらせないのではなく、やらせてみることが大切。やらせてみて、課題を共に解決する。

〇休むことを悪とするのではなく、お互いさまの環境を整える。  

〇学会参加で、自分を見つめなおす機会を作る。

〇学生も名前で呼び、チームの一員として対応する。

〈意見交換の内容〉

〇どれだけの看護職が国の動きや政策を知っているのか。多職種連携、協働をさらに進めたい。

〇人材不足の救済として DX をどう活用していくのかも課題である。

〇へき地医療拠点病院の指定を受け、週２回訪問診療を実施。病院受診できない人たちへの訪問診療を継続するこ

とで、できるだけ家で生活できるようにしたい。しかし、訪問診療はやればやる程忙しくなる。

〇病院の再編、集約の検討と共に、情報共有・連携の強化が重要。

〇応援・派遣ナースの活用は、病院の経営を圧迫している。プラチナナースは７５歳まで働いてほしい。

県議会議員 海東英和氏 湖西支部長 石黒徳章さん

〈アンケート結果から〉

〇固定概念を外し捉え方を変えて、創造していくことが重要だと感じた。

〇看護師の働き方への意識変容をしていく必要性を考えさせられました。

〇あらゆる年代のあらゆる考え方のスタッフが働いており、それを認めていくことを忘れず対応したいと感じた。

〇今の世代の育成が次の担い手になるので大切に育てていきたい。その意味を別の世代が理解しないといけない。

〇意見交換の時間が短く、情報共有だけで終わったので少し物足りなさを感じました。

活発な意見交換

各グループから意見発表
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2025 年度 滋賀県看護問題対策議員連盟・滋賀県看護連盟共催 視察研修会
2025 年 11 月～12 月 滋賀県下における療養病棟視察（4 か所）

〈視察病院及び参加議員〉

友仁山崎病院   県議会議員：谷口典隆氏

南草津病院    県議会議員：奥村芳正氏・白井幸則氏・井狩辰也氏

長浜市立湖北病院   県議会議員：川島隆二氏・柴田清行氏

ヴォーリズ記念病院  県議会議員：重田剛氏

説明を聞く谷口典隆氏

2025 年度 地域包括ケア研修会
2026 年 1 月 24 日（土）9：30～12：20 キラリエ草津 402 会議室  参加者 64 名

地域包括ケアの視点から在宅医療・訪問看護、在宅療養支援を考える

～人々のいのち・暮らし・尊厳をまもり支える看護の未来

〈友仁山崎病院療養病棟を視察して  滋賀県議会議員 谷口典隆氏〉

「患者さんが元気になって退院する姿を見送ることがやりがいの私たちにとって、その思いを叶えることが難しい病

棟です」。これは、友仁山崎病院の療養病棟のご説明の中で印象に残った言葉であり、看護師の皆様の率直なお気

持ちだと拝察いたしました。私にとって療養病棟の視察は、終末期の患者さんが多く入院されている現状と、いの

ちをまもり支える専門職としての思いとのはざまで看護師の皆様が日々職務にあたっていただいていることに気

づく貴重な機会となり、看護問題を多面的に捉えるきっかけをいただきました。 頂戴したご意見を踏まえ、これか

らも看護問題の解決や職場環境の改善に向け、一層の努力を惜しまないことをお誓い申し上げます。

〈グループワークで出された意見〉

〇在宅医療、在宅療養支援における課題：患者・家族との対話が不十分なまま在宅に移行することが多い。患者・家

族の意思を把握しても、看護師間、医師、他職種と情報共有が不十分で、連携が十分できているとはいえない。

〇課題にどう取り組むか：IC 場面に看護師が同席し患者・家族の思いを確認、患者・家族は思いを聞いてほしいと思

っている。病棟看護師・外来看護師・訪問看護師の情報共有と連携をまず強化する。ACP の推進は、本人・家族の想

いに介入できる専門職の存在も含めて地域全体で考えて連携する。など多くの意見が出た。

〈アンケート結果から〉

〇看護師のために動いてくださる方がおられることを知って嬉しく思いました。業務に対する報酬が足りないので

改善していただき、ナースが魅力的になるようにしていただきたい。

〇在宅看取りについて理解が深まった。在宅支援者に入院中の患者の思いをしっかり伝えたい。

多職種で意見交換（南草津病院）

〈プログラム〉

基調講演  「在宅医療・訪問看護の未来」

      講師：参議院議員  石田まさひろ氏

事例報告 1 「在宅最期を支える意思決定支援～頚髄損傷をもつ 82 歳の事例～」

       甲賀市社協訪問看護ステーション 所長 山下眞佐美氏

事例報告 2 「地域資源につながった高齢の双極性障害者の支援～看護師と作業療法士の関りで～」

       レインボウとよさと 作業療法士 加藤智志氏

事例報告 3 「笑って死ぬために私たちができること～EXILE ライブに向けて闘った 40 日間～」

       おまめ訪問看護ステーション 管理者 高岸俊幸氏

グループワーク 「それぞれの立場で明日からできることを考える」

石田まさひろ氏

〈視察研修の結果見えてきた療養病棟の現状と課題〉

〇どの病院も看護配置は全国平均と同じ 13：1 であり、６割以上が死亡退院であった。

家族の意思決定で医療ケアが進められることが多く、業務量の増加とともに、看護職は患者

の望んでいたことかどうかわからないまま、患者に苦痛を与えていると感じている。

〇カンファレンス等による振り返りの機会が減り、モチベーションの維持に影響している。

〇医療区分を上げないと経営維持できない状況がある。患者の意思決定を含めた終末期医

療の在り方、家族の戸惑いや不安への対応を考えると看取り体制は十分とはいえない。

山下眞佐美氏 加藤智志氏 高岸俊幸氏
グループワークでの情報共有・意見交換

〈来賓〉

衆議院議員：大岡敏孝氏・武村展英氏・小寺裕雄氏   参議院議員：小鑓隆史氏・宮本和宏氏

県議会議員：奥村芳正氏・海東英和氏・周防清二氏・井狩辰也氏

菅沼利紀氏・小河文人氏・田中英樹氏・谷口典隆氏

看護問題対策議員連盟
代表 海東英和氏
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◆ 母校への思いから生まれた「結 Project」
少子化が進み、全国で看護師を志す若者が減少する中、２０２５年度末をも

って日南学園高等学校宮崎頴学館は閉校を迎えます。長年にわたり、滋賀

県をはじめ６．０００人以上の看護師を全国へ送り出してきた学び舎の節目

は、日本の医療が直面する課題を象徴しています。

「人と人とのつながり」の大切さを母校に届けたいという卒業生たちが、２０

２2 年に始めた「結 Project」について、その中心人物である 豊郷病院

血液浄化センター 看護師長 透析看護認定看護師の鉾立優作さんから、取

り組みの内容について紹介していただきます。

◆ 第４回目 ２０２５年１１月 全国の卒業生が母校に集結
全国各地で働く卒業生、認定看護師や専門分野で活躍する医療

者が母校に集い、後輩たちに直接メッセージを届けました。１日

目は、臨床での葛藤、患者との出会い、迷いながらも進んできた

看護師としての道のりを語りました。「教科書には載らないリア

ルな看護」が、学生の心にまっすぐ届きました。

２日目は、防災・救急をテーマに、救急医、消防、DMAT、大学関

係者、医療機器メーカー、卒業生など、80 名を超える支援者が、

未来の看護師たちに防災の重要性を伝えました。「災害は一人で

は乗り越えられない」そのメッセージは、自然と学生たちの中に

根づいていました。
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